
　

こ
う
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
に
影
響
し
合
う
水
の
問

題
に
取
り
組
む
た
め
に
は
、
日
本
を
含
む
国
際

社
会
の
協
力
が
不
可
欠
だ
。
3
月
16
〜
22
日
に

は
、
世
界
各
国
の
首
脳
や
研
究
者
な
ど
が
水
問

題
を
話
し
合
う
「
第
5
回
世
界
水
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

が
ト
ル
コ
・
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、効
果

的
な
対
策
が
打
ち
出
せ
る
か
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、国
際
社
会
の
共
通
目
標
で
あ
る
ミ
レ
ニ

ア
ム
開
発
目
標（
Ｍ
Ｄ
Ｇｓ
）で
は
、世
界
の
貧
困

削
減
に
向
け
て
、「
安
全
な
飲
み
水
や
基
本
的

な
衛
生
施
設
を
利
用
で
き
な
い
人
々
を
２
０
１

５
年
ま
で
に
半
減
さ
せ
る
」こ
と
が
目
標
の一つ

に
掲
げ
ら
れ
、
国
際
機
関
や
各
国
の
援
助
機
関

の
支
援
の
も
と
、給
水
・
衛
生
施
設
の
整
備
な

ど
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
日
本
も
、途
上
国
の
水
・

衛
生
分
野
の
課
題
へ
の
支
援
に
お
い
て
主
導
的
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

日
本
に
住
む
私
た
ち
も
水
問
題
と
無
関
係
で

は
な
い
。食
料
自
給
率
約
40
％
の
日
本
は
、穀
物

や
肉
類
な
ど
多
く
の
食
物
を
輸
入
し
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
生
産
に
は
大
量
の
水
が
使
わ
れ
る
。

沖
さ
ん
は
「
小
麦
1
キ
ロ
の
生
産
に
約
2
ト
ン
、

牛
肉
に
は
約
20
ト
ン
も
の
水
が
消
費
さ
れ
て
い

る
。世
界
の
水
不
足
や
水
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
崩

れ
は
、
私
た
ち
の
食
料
問
題
と
も
密
接
に
か
か

わ
っ
て
い
る
」
と
強
調
す
る
。水
分
野
の
国
際
協

力
は
、
私
た
ち
自
身
の
生
活
に
と
っ
て
も
重
要

だ
と
い
え
る
。

　
「
今
後
さ
ら
に
、
地
下
水
の
持
続
的
な
利
用

や
、
海
水
の
淡
水
化
、
雨
水
の
有
効
利
用
、
節

水
農
業
や
水
料
金
従
量
制
の
導
入
な
ど
、
日
本

が
得
意
な
さ
ま
ざ
ま
な
水
関
連
技
術
が
必
要
と

さ
れ
る
だ
ろ
う
」と
沖
さ
ん
。
か
つ
て
日
本
に
も
、

水
需
給
逼
迫
や
水
質
汚
濁
、
洪
水
・
渇
水
に

苦
し
ん
で
い
た
時
代
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
克
服

し
て
き
た
経
験
や
技
術
は
、
世
界
の
水
問
題
に

取
り
組
み
、
途
上
国
の
人
々
に
安
全
な
水
を
届

け
る
た
め
に
、
大
い
に
役
立
て
ら
れ
る
は
ず
だ
。

　

私
た
ち
が
当
た
り
前
の
よ
う
に
利
用
し
て
い

る
安
全
な
水
。
毎
日
の
健
康
と
暮
ら
し
を
支
え

る
欠
か
せ
な
い
資
源
だ
。
し
か
し
、
世
界
に
は

安
全
な
水
を
得
ら
れ
な
い
11
億
も
の
人
々
が
存

在
す
る
。

　

特
に
開
発
途
上
国
で
は
水
道
や
井
戸
な
ど
が

不
足
し
、
地
方
で
は
女
性
や
子
ど
も
が
毎
日
数

時
間
を
水
く
み
に
費
や
し
、
学
校
へ
通
え
な
い

子
ど
も
も
多
い
。
地
方
か
ら
の
人
口
流
入
が
止

ま
ら
な
い
都
市
部
で
は
、水
道
の
整
備
が
人
口
増

加
に
追
い
付
か
ず
、ス
ラ
ム
な
ど
に
住
む
貧
し
い

人
々
は
、
水
道
料
金
よ
り
高
い
金
額
で
安
全
か

ど
う
か
も
定
か
で
は
な
い
水
を
購
入
せ
ざ
る
を

得
な
い
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
ト
イ
レ
な
ど
の
衛

生
施
設
が
未
整
備
な
た
め
に
、水
が
汚
染
さ
れ
、

下
痢
や
感
染
症
が
ま
ん
延
し
て
い
る
。
そ
う
し

た
水
や
衛
生
に
起
因
す
る
病
気
で
亡
く
な
る
乳

幼
児
は
年
間
２
０
０
万
人
に
も
上
る
。

　

沖
大
幹
・
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教

授
は
、「
水
の
問
題
は
分
配
の
問
題
で
も
あ
る
。

日
本
人
は
生
活
用
水
と
し
て
一日
に
３
０
０
リ
ッ

ト
ル
以
上
を
使
う
が
、そ
の
う
ち
生
き
て
い
く
た

め
に
必
要
な
飲
料
水
は
一
日
約
2
リ
ッ
ト
ル
。途

上
国
で
は
そ
の
わ
ず
か
な
水
が
手
に
入
ら
ず
に
、

人
々
が
貧
困
か
ら
脱
け
出
せ
ず
に
い
る
」
と
話

す
。

　

だ
が
、
世
界
の
水
環
境
は
ま
す
ま
す
過
酷
な

状
況
に
あ
る
。
途
上
国
の
人
口
増
加
に
よ
り
、

食
料
生
産
に
必
要
な
農
業
用
水
の
需
要
が
伸
び

て
い
る
の
に
加
え
、
産
業
化
や
都
市
化
が
進
み

工
業
用
水
・
生
活
用
水
の
使
用
量
も
増
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
水
資
源
の
争
奪
が
起
き
、
各

地
で
川
や
地
下
水
が
枯
渇
す
る
な
ど
水
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
生
活
排
水
・
工
業
排
水
の
増
大
で
、

水
質
汚
濁
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
気

候
変
動
の
影
響
に
よ
り
干
ば
つ
や
洪
水
が
多
発

し
、
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
応
で
き
な
い
途
上

国
で
は
良
質
な
水
を
安
定
的
に
入
手
す
る
の
は

一層
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

途
上
国
で
深
刻
化
す
る
水
問
題

世
界
の
水
問
題
と
日
本
の
関
係

〝
生
命
の
水
〞を
届
け
る
た
め
に

特
集い

の

ち

私
た
ち
の
生
命
の
源
で
あ
る
水
を
め
ぐ
り
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。全
世
界
で
6
人
に
１
人
が
安
全
な
水
を
利
用
で
き
な
い
状
況
だ
が
、

人
口
増
加
や
急
速
な
都
市
化
、気
候
変
動
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、今
後
ま
す
ま
す
安
全
な
水
の
確
保
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

日
本
に
暮
ら
す
私
た
ち
と
も
深
く
か
か
わ
る
水
問
題
に
取
り
組
む
た
め
、国
際
協
力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

編
集
協
力
：
沖
大
幹
・
東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授

1人1日当たり最低 20リットルの安全な水が住居から
1キロ以内の距離に確保されている人口の割合

出典：国連開発計画（UNDP）
「人間開発報告書 2008」

安全な水資源を利用できる人口の割合（2004年） 

輸入仮想水の種類別内訳（億トン）

90％以上100％未満

75％以上 90％未満

100%

50％以上 75％未満

25％以上 50％未満

25％未満

データなし

日本が仮想水を輸入している国と輸入量
（億トン）

海外の水に依存する日本の食料
日本は、海外から輸入する食料の生産に使われる水を、仮
想水（バーチャルウォーター）として間接的に使用している。
その量は年間約640億トン（琵琶湖の貯水量の約2.5倍）
にも上る。うち145億トンがトウモロコシ、140億トンが牛肉
の生産に使われている。日本は食料だけでなく、水の輸入
大国でもある。

トウモロコシ
145

牛肉
140

大豆
121

小麦
94

豚 36

鶏 25

コメ 24

乳製品 22 大麦 20
工業製品 13

アメリカ
389

オーストラリア
89

カナダ 49

ブラジル、
アルゼンチン 25

中国 22
デンマーク 14

タイ 13 その他 39

出典：東大生産技術研究所・沖大幹研究室「日本の仮想投入
水総輸入量（2000年度の食料需給表統計値より）」
（http://hydro.iis.u-tokyo.ac.jp/Info/Press200207/）

ひ
っ
ぱ
く

お
き
た
い
か
ん

P04-05：特集　生命の水を届けるために
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